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人口と面積( 61. 1. 1)
世 帯222, 421
人 口630, 556
男319, 450　　
女311, 106

面積53. 25km'
人口密度11, 841 人/ km'

≪ 月2 回( 5 日 、20日) 発行 ≫

みんなでしたいネ… あいさつのまち
あ いさ つの 町

足立

おとなと子どもの結びつきの強い地域ほど非行は
少ないといわれています。「いじめ」が問題化する現
在、あいさつを通じて地域の人びとと子どもたちの
ふれあいを深め、青少年が 健全に育つてほしいと 、
あ゙いさつ運動″を展開することになりました。
地区少年団体協議会を中心として、まず3 地区で、

この1 月から活動が始まりました。3 年間で区内全
地域で運動を展開する予定でいます。
あなたの地域のあの街角が「あいさつ通り」になる
かもしれません。みなさんの明るいあいさつのご協
力をお願いします。< 社会教育課>

あ
い
さ
つ

運
動
が

始
ま
り
ま
し
た

わ
た
し
た
ち
の
日
乱
生
活
の
中

で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
あ
い
さ
つ

や
、
な
に
げ
な
い
言
葉
の
な
け
か

け

か
、

お

吁

い

の

‰

持

ち
を

な
こ

や

か

に

し

た

り

、
叫

る

い

ふ
ん

い

気

を

つ

く

り

た

し

た

り

す
る

も
の

で

す区
内
二―
域
が
、
明
る
い
あ
い
さ

つ
て
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
亅
る
た
め

に
、
ま
す
そ
の
吊
　
ふ
を
1
川
か

ら
第
1
6
巾
ず
り
ド
の
卜
H
・
r
り

呎
町
朗
x
、
吊
6
巾
フ
リ
ト
の
卜
t

炮
卜
、
そ
し
て
、
汗
南
刀
心

ド
の
小
付
・
-
{
}
‥
戡
地
ド
の
I
鷏
卜
、

で

始

め

ま

し

た

こ

の
3

地

ド

で

は
、
、
あ

い

さ

つ

通

り

に
が

旧

宅

さ

れ
、

こ

こ

は

あ

い
さ
つ
通
り
で
す
」
「
こ
ん
に
ち

は
、
こ
の
。
　
J
が
地
域
を
つ
な
ぐ
`

と
い
っ
た
た
れ
幕
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
あ
い
さ
つ
運
動
の

推
進
G
が
各
地
区
約
川
名
選
任
さ

れ
、
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
公
笏

で
決
定
し
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の

バ
ッ
ジ
(
上
図
)
を
肴
用
し
て
い
ま

す
ど
の
マ
ー
ク
は
啝
崚
瀬
I
L

目
在
僅
の
唄
t
。芳
衢
さ
ん
の
デ
ザ

イ
ン
を
図
案
化
し
た
も
の
で
す
)
。

各
地
卜
で

、・冢
庭
今

学
校
を
、

地
域
を
あ
い
さ
つ
で
満
た
し
、
な

こ
や
か
な
ふ
ん
い
気
を
つ
く
ろ
う

と
し
て
い
ま
す

。

小
台
、

宮
城
地
区

で

は
・・
・

そ
の
う
ち
の

。つ
、
ふ
台
・
宮

城
地
ぼ
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。
口

池
区
で
は
、出
張
所
前
の
通
り
と
、

汀
南
中
の
校
門
前
の
適
り
が
あ
い

さ
つ
通
り
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す

。す
で
に
筌
休
み
か
ら
、
あ
い
さ

つ
連
動
の
ポ
ス
タ
ー
が
、
ホ
・
中

学
榎
で
集
め
ら
れ

、
街
角
に
掲
示

さ
れ
る
と
い
っ
た

、
独
自
の
活
動

も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
な

推
進
母
体
の

。江
南
地
少
協
余

艮

、m
代
正
叫
さ
ん
(
1
7
弓

に

お
話
を
き
い
て
み
ま
し
た
。

一
こ
の
地
ぼ
は
川
に
幽
ま
れ
、

小
・
中
学
校
が
一
つ
ず
つ
で
す
の

で
、
地
駁
的
な
ま
と
ま
り
か
以
前

か
ら
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、(
。回

の
運
動
を
通
じ
て
さ
ら
に
あ
た
た

か
い
人
悶
関
係
を
つ
く
り
、
非
一句

な
ど
の
呼
が
弯
た
な
い
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
忠
っ
て
い
ま
す

。

阿
よ
り
も
ま
ず
家
庭
で
あ
い
さ

つ
を
す
る
こ
と
が
、怯
自
身
も
邨

し
い
の
で
す
が
、甬
も
大
1
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ん

も
客
心
・
か
・
y
い
さ
つ
し
て
ほ
し

い
と
思
り
て
い
ま
す

」

あ
た
た
か
い
環
境
づ
く
り
に
、

告
さ
ん
も
協
力
し
て
い
た
だ
け
ま

せ
ん
か
。

文
字
放
送
を

放
映
し
て
い
ま
す

東
京
以
2
3
卜
で
は
、罸
鄒
1
9
一
月
か

ら
放
送
剛
始
さ
れ
た
N
H
K

文
字

放
送
の
4
番
机
了

吊
紐
7
画
面
)

を
擂
M

購
入
し
、
現
在
、
特
別
ぼ

制
度
改
S
Iの
あ
ら
ま
し
な
ど
の
お

知
ら
せ
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

文
字
放
送
と
は
、
既
存
の
テ
レ

ビ
電
波
を
使
い
、
愉
報
を
文
字
や

回
収
の
静
止
図
像
に
し
て
テ
レ
ビ

に
映
し
出
す
と
い
う
新
し
い
放
送

シ
ス
テ
ム
で
す
。
既
存
の
テ
レ
ビ

電
波
を
使
い
ま
す
の
で

、
二
。筏
、

各
啄
庭
に
台
及
す
る
も
の
と
兒
込

ま
れ
て
い
る
も
の
で
す

、

次
の
施
設
で

、
咒
7
放
送
を
放

映
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

区
内
放
映
場
所
　
卜
役
所
本
庁

心
[、眤
a
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

柬
和
哇
会
教
育
呎

佐
野
セ
ン

タ
ー

《

広
報
課
ビ
デ
オ
編
集
担
当
》

テレモニ ホン モジ ホウソ ウ 504# ―01/ 07

特別区制度改革のあらまし

: 東京23 区

4
月
完
成の
中
央
本
町
庁
舎
は
、ビ
ル
電
話
に

現
卜
。建
設
中
の
巾
央
収
町
り

心
。‥は
、
本
年
4
月
7
日
か
ら
笑

秘
を
開
始
し
ま
す

こ
の
中
売
翦
町
卜
心‥
の
間
7

に
あ
わ
せ
、
卜
で
は
人
き
な
吸

懴
改
皿
を
。
'
眄
い
、
氣
年
度
か
ら

の
業
務
に
備
え
て
い
ま
す

巾
火
も
町
7
心『‥
に
防
転
す
る

部
茗
は
、
こ
の
牋
碼
改
革
咬
の
'

糾
織
と
な
り
、
卜
ぶ
の
・通
り
で

す
。な

お
、
巾
火
私
町
り
忿
の
黽
M

は
ビ
ル
山
ぷ
心
弍
と
な
り
、

裝
栲
聞
袙
汝
は
、
交
概
r
を
げ

な
い
で
、
直
接
削
当
の
課
・
係

を
呼
び
た
す
'
一
と
が
で
き
ま

ず
。こ

れ
に
と
も
な
い
、
巾
澎
へ

町
7
力
の
ビ
ル
電
話
番
り
の
。

覧
癶
を
x
内
令
隰
帯
に
2
・
3

月
巾
に
配
布
の
予
竃
で
す
。

計
し
く
は
、
別
途
広
報
紙
で

も
お
矧
ら
せ
す
る
F
竃
で
す
。
<

中
央
本
町
庁
舎
移
転
都
署
>

企
画
部
　
情
報
処
即
課

総
務
部
　
吶
雛
・
n
川
丿
分
宇
、

哭
ふ‥
町
禹
課

区
民
部
　
卜
民
課
、
ビ
川
麗
、
J

健
J
、
納
佃
J
、
国
心
問

康
ぽ
険
浬
、
国
民
り
公
課
、

巾
叫
右
則
卜
尺
小
哨
所

地
域
振
興
部
　
地
皿
振
興
課
、
q

卜
恢
設
課
、
経
済
凍

土
木
部
　
-
計
画
調
整
浬
、
路
政

ま
、
川
地
管
理
課
べ
両

次
、

排
教
ぎ
、
卜
水
逎
凍

《

庁
舎
建
設
》

無
料
で
お
わ
け
し
て
い
ま
す

「
わ
た
し
た
ち
の
あ
だ
ち
」

足
立
区
哭

囗
、
財
政
、
柚
祉
、

教
育
な
ど
の
猛
礎
的
資
料
の
概
略

を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
わ

た
し
た
ち
の
あ
だ
ち
・
I
区
の
あ
ら

ま
し

'
一
の
6
1
年
版
が
で
き
あ
か
り

ま
し
た
。
6
1
年
版
で
は
、
中
火
本

町
庁
`
‥
に
移
転
す
る
組
織
と
土
な

什
事
、
区
民
事
務
所
の
住
所
・
B

詁
番
吁
・
と
り
扱
う
乢
弔
な
ど
も

掲
敵
し
ま
し
た
。

無
料
で
さ
し
あ
げ
て
い
ま
す
の

で
、
お
近
く
の
出
張
所
、
図
阿
呎

傑
健
所
、
広
報
騨
窓
口
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
。

《

広
報
課
》

区
政
に
生
か
す
あ
な
た
の
声

区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

ぼ
政
モ
ニ
タ
ー
は

、
区
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
区
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
、
人
き
な
役
割
を

果
し
て
い
ま
す
。

。調
和
の
と
れ
た
心
呰
か
な
n
1
1

み
よ
い
足
立
」
を
実
現
す
る

た
め
に
、
皆
さ
ん
の
知
恵
を
生

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
年
も

次
の
要
領
で
区
政
モ
ニ
タ
ー
を

萼
作
'し
て
い
ま
す
の
で
、
袙
啄

的
に
こ
応
辱
く
だ
さ
い
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
　
∵
連
絡
(
(
　

議
へ
の
出
席
(
年
3
回
秘
境
)

▽
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
(
年
4

回
麗
度
)
V

区
政
全
般

に
つ
い
て
の
情
報
8
意
見
・

嬰
望
等
の
随
時
提
出

∵
そ

の
他
広
聴
笑
務
へ
の
協
力

募
集
人
員
　
5
0
名

任
期
　
昭
和
6
1年
4
月
I
昭
和
6
2

年
3
月

応
募
資
格
　
次
の
条
什
釁
¥
て

鵬
た
す
力

∵
満
2
0歳
以
L
で

、
足
々
‥
K

に
引
き
続
き
6

ヵ
月
以
L

鵬

仟
し
て
い
る
方

マ
足
立
区
の
住
民
基
本
台
帳

に
ひ
録
さ
れ
て
い
る
方

▽
都
内
各
地
方
公
共
団
体
の

職
員
で
な
い
方

謝
礼
　
▽
会
議
へ
の
出
席
…
1
　

回
干
沺
円
v

ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
回
答
・
:
1
回
千
円

応
募
方
法
　
2

月
1
0
日
ま
で

に
、
電
話
で
応
募
用
紙
を
誚

求
し
て
く
だ
さ
い
。
折
り
返

し
郵
送
し
ま
す

選
考
　
地
域
別
、
年
齢
別
、
性

刈
、
職
業
別
等
を
考
慮
の
う

一
尺
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
応
募
・
問
合
せ
先

広
報
課

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

昭
和
6
0年
国
勢
調
査
速
報
結
果

昨
印
1
0月
に
行
わ
れ
た
国
勢

調
査
の
速
報
数
皿
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
砧
粱
、
咀
ひ
区
の
世
冊

数
お
よ
び
人
目
は
ド
天
の
と
お

り
で
す
。

圃
勢
調
査
へ
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ぎ
い
ま
し
ち

卜
統
計
係
が

第

5

回

公文書の公開を
請求する方法は?

情報公開

ミニコーナー

Q
公
文
河
の
公
閾
は
ど

こ
で
請
求
を
す
れ
ば
よ

い
の
で
す
か

。

A
区
で
は
、
公
文
月
公

開
制
度
を
担
当
す
る

。
情
報
公
開
課
」
を
新
・
汲
し
ま

す
そ
し
て
氷
庁
溽
と
建
築
巾

の
巾
臾
恥
町
庁
`
‥
に
、
窓
口
と

し
て

『
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
』

を
設
け
ま
す
『
。

公
剛
請
求
は
、
こ
の
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
で
受
け
付
け
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
受
け
付
け
の

ほ
か
、
・公
文
占
の
公
開
や
公
又

占
公
叩
に
つ
い
て
の
衵
誠
に
に

じ
ま
す
。

Q
ヂ

A

U

い

コ
ー
ナ
ー
に
所
竃
の
請
求
ぷ
‥を

捉
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

直
接
吶
剤
公
開
コ
ー
ナ
ー
に

こ
ら
ね
な
い
煬
白
に
は
、
乱
求

一
‥を
郵
便
で
送
ら
れ
て
も
結
碼

で
す
　Q

公
開
請
求
は
、
い
(夊

肖
の
乙
前
が
分
か
ら
な

け
れ
ば
で
き
な
い
の
で
す
か
。

A
公
夊
J
‥の
名
前
が
分

か
ら
な
い
跼
劭
で
も
、

知
り
た
い
内
容
を
具
体
的
に
示

す
こ
と
が
で
さ
れ
ば
請
求
で
き

ま
す
　

ま
た
、
吶
報
八
剛
コ
ー
ナ
ー

に
は
、
実
施
機
関
が
傑
管
し
て

い
る
公
文
潛
の
日
録
か
備
え
ら

れ
ま
す
　ご

」
の
目
録
を
利
川
し

て
、
必
要
な
て
潛
を
白
山
に
桁

竃
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

Q
請
求
し
た
公
夊
ぶ‥
は

い
つ
公
間
さ
れ
ま
す

かA
乱
求
力
あ
り
た
　
'パ又

占
が
"‥吋

て
き
る
か
て

き
な
い
か
は
、
乱
求
の
目
の
夕

日
か
ら
囗
日
け
内
に
、
公
竃
占

を
作
成
し
た
浬
が
決
竃
し
ま

す
。決
定
の
内
召
は
え
洌
浹

定

涌
知
潛
)
で
お
矧
ら
せ
し
ま
す
　

公
又
宍
は
、
決
竃
通
知
J
‥
で

指
定
す
る
口
時
・
劣
所
で
公
叫

し
ま
す
。

な
お
、
公
開
す
る
日
時
・
場

所
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け

請
求
さ
れ
た
方
の
希
望
を
採
り

入
れ
て
決
定
し
ま
す
。

Q
公
文
爵
の
公
開
は
町

刈
で
す
か
、
無
料
で
す

か
。A

公
丈
潛
の
公
開
に

は
、
公
え
阿
を
兒
る
だ

け
の
閲
覧
と
、
公
・叉
潛
の
町
し

を
食
冂
す
る
。
。つ
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。

閲
覧
だ
け
の
屶
‥
は
無
料
で

す
が
、
写
し
が
必
'
9な
場
劭
は
U
G

で
す
。

ま
た
、
り
し
の
郵
送
を
希
哨

す
る
場
ぺ‥
に
は
、
別
に
叉
送
糾

が
必
要
で
す
。

《

情
報
公
開
準
備
担
当
》
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あ
な
た
の
食
生
活
を

自
分
の
手
と
目
で
確
か
め
よ
う

私
た
ち
の
食
生
活
は
た
い
へ
ん

「
豊
か
」
に
な
り
。
店
頭
に
は
多

種
多
様
な
食
品
が
と
こ
ろ
せ
ま
し

と
並
ん
で
い
本
す
。
テ
レ
ビ
幻

皿

伝
や
包
装
の
は
な
や
か
さ
な
ど

で
、
つ
い
商
品
を
選
び
が
ち
で
す

か
、
そ
れ
が
本
当
に
品
質
の
良
い

も
の
な
の
か
ど
う
か
と
な
る
と
、

消
費
者
が
判
断
に
迷
う
樊

に
が
た

く
さ
ん
あ
り
奪
T
。
商
品
に
表
示

の
あ
る
も
の
な
ら
、
あ
る
程
度
の

品
質
の
判
断
は
つ
き
ま
す
か
、
表

示
の
な
い
も
の
も
多
く
、
商
品
の

選
択
に
困
る
の
か
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で

は

、
消
費
者
の
み
な
さ
ん
に
確
か

な
目
を
養
っ
て
い
た
な

兮

と

、

テ
ス
ト
蹇
の
間
放
と
テ
ス
ト
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す

。
学
生
、
P
T
A

の
お
母
さ
ん
方
、学
校
の
先
生
、

消
費
者
グ
ル
査
プ
の
方
々
な
ど

か
、
お
菓
子
・
漬
物
・
た
ま
ご

査

み
そ
な
ど
碌
々
な
商
品
の
テ
ス
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
あ
な
た
も
食

生
活
を
見
直
す
第
一
歩
と
し
て

、

テ
ス
ト
に
穆
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。テ

ス
ト
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

消
賢
者
セ
ン
タ
ー
ヘ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

調査研究グ ループのご案内
消費者センターでは消費生活問題を白分のものとしてとら

え、調査研究するグループを年に2回( 3月と9月) 募集して
います。現在、8 グループ60名程の力か活動中です。興味のあ
るかたは、消費者センターにお問い白わせください。

消費者センタ　0870- 1391～2

消
費
者
講
座

く
ら
し
と
食
生
活

「
飽
食
の
時
代
」
と
言
わ
れ

る
現
在
の
私
た
ち
の
く
ら
し
と

食
生
活
は
、
は
た
し
て
本
当
に

豊
か
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
。ふ

と
し
た
不
安
や
不
満
煢

日
々
の
生
活
の
中
で
思
じ
た

り
、『
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ

査冫
か
』
な
ご
と
疑
問
に
思
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
回
の
講
座
は
「
く
ら
し
と

食
生
活
」に
焦
点
を
あ
て
、
消
費

生
活
の

。豊
か
さ
'
と
は
何
か

を
兒
直
す
た
め
の
も
の
で
す
。

ご
一
緒
に
「
く
ら
し
と
食
生

活
」
を
考
凡
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容
査
講
師

▽
2
月
1
3
日
(
木
)
、
午
険
1
　

時
3
0
分～
3
時
3
0
分
査
　
　
「
靭
　

の
豊
か
さ
、
心
の
貧
し
さ
」

査
槌
田
敦
氏
(
理
化
学
研

究
所
)

▽
2
月
1
4
日
(
金
)
、
午
後
1

時
3
0
分～
3
時
3
0
分
査
:
「
食

生
活
と
了
ど
も
の
未
来
」
　
査
査

小
若
順
一
氏
(
日
本
子
孫
基

金
)

場
所
竹
の
塚
柱
会
教
育
館

定
員
6
0
名
(
先
着
順
)

受
講
料

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ

ン
タ
ー

さ
8
7
0
1
3
9
1

消費者センターテスト室利用者の声は…
Oジュースやお菓子の橢色料をテ　
ストして。夏休みの宿噸にしま
査した。( 小学生)

O了どもたちがよく買う駄菓子を　
テストしましたが、理科の実験　
をしているようでとても楽し　
く、久しぶりに学生気分を味わ　
いました。( I ' TAのお母さん　
方)

○ 各家庭で作ったみそ汁を持ち寄
り、塩分をテストしました。私

たちのメンバーでは、みな1%
弱の塩分と、まあまあの成績で
ほっとしました。( 消費者グルー
プのお母さん方)

○ 揚げ 汕は 何回 位便え るのか知り
たくて、いろいろな 油を 持ち寄
り 、劣化度のテストをし まし た。
10回揚げ物をした油でも悪くな　
っていないことがわかり、かな　
り艮い間便えることを知りまし　
た。( 消費者グループのお母さん　
方)

テストはこんなに簡単!

新米・古米の見分け 方
このテストは、新しい末ほ ど酸化酵素の働きか強いことをf ' J I I I Lて新米か査I査

豕かを兄分けます。

着色料テスト
f 査供たちの人好きなお做rやジュ査スには、鮮やかな色のものか多く兇られ

ます。このテストで、お妣イ査などの色付けに合成肴色籵( y一ル系色素) か使
川されているかどうかの刈竃かっきます。

● そのl j か、飲み物yl 糖分 査調理
査
パンダ〕r t l蔵休存料　吻11や洒物のIM分　 タマゴ

の昨「1　みその熟|亀な ど刀いろいろなテストかされています。

実験するお毋さんたち

園 児

募 集
保
育
園
児
募
集

両
観
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
家
庭
で
乳

幼
児
の
保
育
が
で
き
な
い
方
の
た

め
、
福
祉
事
務
所
で
は
随
時
、
保

育
園
入
園
の
相
談
　
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
管
轄
の
福
祉
事

梼
所
へ
お
間
い
台
わ
せ
く
だ
さ

し

区
立
幼
稚
園

5
歳
児
二
次
募
集

今
年
4
月
に
入
園
す
る
区
立
幼

稚
園
{
y
歳
児
に
ま
だ
余
裕
が
あ

り
ま
す
。

次
の
要
領
で
随
時
受
け
付
け
ま

す
の
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
す
る
幼
稚
園

▽
関
屋
幼
稚
園
…
千
住
関
屋
町
1
6
　

査
1
(
千
寿
第
8
小
学
校
内
)
　

さ
8
8
8
1
5
8
9

▽
元
宿
幼
稚
園
査・・
千
住
桜
木
1
査

1
6
1
2
　

曜
9
4
6
6

▽
江
北
幼
稚
園
査
:
江
北
I
査
2
6
査
　

9
　
8
9
6
9
`
6
3
2

▽
大
谷
田
幼
稚
園
・
:
大
谷
田
2
1
　

1
-
9
a
a
7
5
9
1

▽
鹿
浜
幼
稚
園
・
;
鹿
浜
5
査
2
5
1
　

H
　
8
5
5
4
4
4
7

応
募
資
格
区
内
在
住
Q
r
n
歳
児
　
　
(

昭
和
5
5年
4
月
2
日
I
昭
和

5
6年
4
月
1
日
生
)

募
集
人
員

各
幼
碓
園
と
も
若
干

名
申
込
先

各
区
立
幼
稚
園

問
合
せ
先

幼
児
教
育
係

申
込
査
問
合
せ
先

追
加
受
け
付
け
し
ま
す

競
争
人
札
参
加
資
格
審
査
(
工
事
)

昭
和
6
1年
慶
に
お
い
て
区

の
建
設
工
事
等
の
競
争
入
札

に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
次
に
よ
り
申
請
し
て
く

だ
さ
い

。

受
付
期
間
2
月
1
3
日
～
2
　

月
2
0
日
(
日
曜
日
は
除
く
)

受
付
時
間
午
前
9
時
3
0
分
　
～

午
後
4
時
(
正
午
～
午

唆
1
時
を
除
く
)
、土
曜
日

は
午
前
H
時
ま
で

申
請
用
紙

東
東
都
財
務
局

所
定
用
紙

用
紙
販
充
鳩
所
東
京
都
弘
　

済
会
(
都
庁
西
1
号
館
地
　

下
―
階
)
　
2
1
2
6
9
8
4

受
付
・
問
合
せ
先

契
約
第

一
係

生
活
実
習
所
人
所
者
募
集

重
度
の
障
害
を
も
っ
た
方

の
通
所
施
設
「
梅
島
生
活
実

習
所
」の
新
入
所
者
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員

若
干
名

入
所
時
期
4

月

募
篥
期
間
2

月
5
日
か
ら

1
5日

受
付埴
所

も
よ
り
の
福
祉

事
務
所

問
合
せ
先
福
祉
事
務
所
ま
　

た
は
梅
鳥
生
活
実
習
所
　
　

8
4
9
A
7
9

講 演会
講 演 会
講 演会
講演会

ボランティア
活動を

共に考える
つどい

日
時
2
月
2
1
日
(
金
)
、午
　

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

場
所
竹
の
塚
社
会
教
育
館

講
師
古
沢
英
子
氏
(
東
洋
　

大
学
教
授
・
東
京
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
)

テ
ー
マ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

現
状
と
の
ぞ
ま
し
い
方
向

主
催
　

申
込
先

足
立
区
杠

会
福
祉
協
議
会
　
8
8
8
1

特
別
経
済
講
演
会

日
時
2
月
1
2
日
(
水
)
、午
　

唆
2
時
～
3
時
洳
分

場
所

産
業
振
興
熊

轜
師
川
島
譲
氏
(
(
株
)
　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
代
表
取

啼
役
)

演
題
8
6
年
の
経
済
展
望

費
用

無
料

問
合
せ
先

商
工
係
、ま
た

は
東
京
商
工
会
飄
所
足
立

支
部
　
8
8
1
9
2
0
0

区
民
事
務
所
名
の
一
部
変
更

先
に
お
知
ら
せ
し
た
区
民

事
務
所
の
興
野
区
民
事
務
所

は
、
興
本
区
民
串
務
所
と
名

称
が
変
わ
り
ま
し
た
。
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働く高齢者事業団
高齢者就業強調月間2/1～　　28

高
齢
者
事
業
団
で
は
、
高
齢
者

の
就
業
機
会
の
払
大
を
図
る
た

め
、2
月
1
日
か
ら
2
8日
を
高
齢

者
就
業
強
調
月
間
と
定
め
、
仕
事

の
開
拓
運
動
を
展
閧
し
て
い
ま

す
。
期
問
中
は
関
係
機
関
、
各
事

業
所
、
商
工
団
体
、
マ
ス
コ
ミ
な

ど
へ
の
協
力
を
お
願
い
す
る
ほ

か
、2
月
3
日
に
は
区
内
7
ヵ
所

の
主
要
駅
で
街
頭
宣
伝
を
実
施
し

ま
し
た
。

健
康
や
生
き
が
い
の
た
め
に
働

き
た
い
高
齢
者
に
対
し
て
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
事
業
団
で
は
、
高
齢
者
の

就
業
に
対
す
る
和
談
を
次
の
と
お

り
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
次
の
相
談
所
へ
お
で
か
け
く

だ
さ
い
。

就
業
相
談
の

ご

案

内

常
般
相
談

日
時

日
曜
日
　
休
日
を
除
く
毎

日
、午
前
9
時
～
　
　
午
後
4
時
(
士
　

曜
日
は
正
午
ま
で
)

場
所
西
保
木
問
高
齢
者
作
業
所
　
　
(

西
保
木
閧
1
1
8
1
2
)

□
共
同
相
駁

日
時
毎
月
第
4
木
曜
日
(
1
2
月
　

は
第
3
木
曜
日
)
、午
前
1
0
時
～
　
　
　

午
後
3
時

場
所

常
設
相
談
と
同
じ

□
出
彊
相
談

日
時
・
場
所

▽
毎
月
第
4
火
曜
日
(
1
2
月
は

第
3
火
曜
日
)
、午
前
1
0
時
I
午
　

険
3
時
…
区
役
所
区
民
相
談
室
　

▽
毎
月
第
3
木
曜
日
、
午
前
1
0
　

時
～
　
　
午
後
4
時
・
・
・
西
新
井
区
民
　

ホ
ー
ル

※
な
お
、
共
同
相
談
・
出
咲
相
談

と
も
に
塁
田
高
齢
者
無
料
職
業
紹

介
所
と
共
同
で
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ
先

高
齢
者
事
業
団

M一
2
5
6
1

健康ガ イ ド
足立保健所　855- 4151
千住保健所　888―4277
江北保健相談所　896- 4004

精神衛生相談日程変更のお知らせ
江北保健相談甬の瞞神衛生相談の日程が、第4水曜日( 予定時間午前10眄～　　江。午)
に変更になりました。な涓、相談ご希望の万は、必ず電話で予約してください。

簡
易
洋
裁
技
能
講
習
会

日
時
3
月
3
日
(
月
)
～
　
　
　

1
4
日
(
金
)
ま
で
の
土
曜
、

日
曜
を
除
く
1
0日
問
、
午

前
1
0時
I
午
唆
3
時

場
所

内
職
補
導
所

対
象
者

工
業
用
ミ
シ
ン
の

踏
め
る
方

定
員
1
6
名
(
先
着
順
)

受
・
講
料
無
料
(
教
材
n
一

部
実
費
負
担
)

申
込
方
法
住
所
を
確
認
で
　

き
る
も
の
(
健
康
保
険
証
　

等
)
を
痔
参
の
う
え
、本
　

人
が
直
接
申
し
込
む

申
込
受
付
2
月
2
4
日
(
月
)
　

午
前
9
時
か
ら
受
付
開
始

申
込
・
問
合
せ
先

内
職
補

4
所
　

膜
7
3
4
6

国民年金のお知らせ
□
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

現
況
届
を
お
忘
れ
な
く

新
し
い
国
民
年
金
で
は
、厚
生

年
金
・
船
員
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
の
配
偶
者
(
健
康
保
険
の
被

扶
養
者
)
は
届
出
が
必
要
で
す
。

現
在
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
(
共
済
樊
に
を

除
く
)
の
奥
さ
ん
で
「現
況
屈
」

を
ま
だ
提
出
し
て
い

な
い
方
は
、
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
な
い

方
は
4
月
以
降
に
加

入
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先

国
民
年

金
課
適
用
係

□
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
ら
れ
な
い
方

へ
保
険
料
を
納
め
な

い
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

経
済
的
な
事
情
な
ど
で
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
は
、
保
険
料
免

除
の
手
続
癶
否
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
方
法

国
民
年
金
課
、
ま

た
は
出
張
所
へ
印
か
ん
一
年
金

手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先

国
民
年
金
課
記
録
係

あ

ん

ぐ

る

地域からのプレゼント

カンから管へ

弘
道
第
一
小
学
校
(
柴
田
武

之
校
長
)
で
は
、昨
年
9
月
、

開
校
2
0周
年
を
記
念
し
た
人
通

動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
ひ
と
き
わ
目
を
引
い
た

の
が
、
ピ
カ
ビ
カ
の
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
を
先
頭
に
し
た
、
管
楽
器

に
よ
る
パ
レ
ー
ド
で
し
た

。

こ
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
は
、P
T
A

の
役
貝
、
父
兄
の
皆
さ
ん

の
協
力
で
、
地
域
の
空
カ
ン
濆

伺
を
行
い

、
そ
の
売
り
上
げ
金

で
賈
つ
だ
も
の
で
す

。
。夏
休
み

の
叭
い
日
、
木
晧
し

の
吹
く
寒
い
巾
、3

年
問
に
も
わ
た
る
地

域
の
皆
さ
ん
の
努
り

の
結
品
と
言
え
ま

す
。
な
か
に
は
、
‘

人
で
7
万
数
千
個
の

空
カ
ン
を
集
め
た
お

母
さ
ん
も
い
ま
し

た
。ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部

の
指
導
に
あ
た
っ
て

い
る
井
口
玲
了
先
生

に
よ
る
と
「
昨
年
7

月
初
め
に
、
手
も
と

に
届
き
ま
し
た
。か

ね
て
よ
り
孚
ど
も
た
ち
が
)

吹
い
て
み
た
い
と
言
っ
て
い
ま

し
た
の
で
大
喜
び
で
す
。9
月

の
運
動
会
に
、
演
奏
し
よ
う
と

叙
休
み
を
返
上
し
て
特
訓
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
、
こ
の
貴
笊
な
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
き
な
が
ら
、

小
学
生
時
代
の
良
き
思
い
出
を

作
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う

」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た

。

ピカピカのトランペットで練習に励
む生徒たち

ひ

ろ
ば

※
先
着
順
で
、
一
団

体
一
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
は
で
き
ま

せ
ん
。

【投
稿
規
程
】サ
ー
ク
ル
情
報
、催
し
な
ど
の
案
内
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。/
営
利
、宗
教
、政
治
目
的
の
も
の
、投

禍
内
容
が
不
憫
な
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/
先
着
順
/
　

一
団
体
一
事
業
と
し
て
3
ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は

手
短
か
に
ま
と
め
、住
气
氏
名
、電
話
番
气
団
体
名
、

n
用
(
金
額
・
使
途
)
、電
話
連
絡
先
(
屁
)
を
明
記
し
て
、

郵
送
ま
た
は
持
参
の
こ
と
/
採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/
掲
蔵

後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
締
切
り
は
、発
行
日
1
ヵ
月
前

投
稿
・
問
合
せ
先
広
報
課
(
一
y
a
千
佳
―
-
4
-
1
8
)

募

集

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
初
心
者
の
集

い
)
毎
週
月
曜
日
、午
後
7
時
～
　
　

9
時
/
竹
ノ
塚
温
水
プ
ー
ル

体
育
室
/
入
会
金
千
円
、月
額

3
千
円
/
申
込
は
直
接
会
場
へ
/

▽
斉
藤
　
8
8
5
1
5
3
0

☆
初
心
者
の
た
め
の
唄
と
三
味

線
教
室
毎
週
木
曜
日
、正
午

I
午
後
1
時
/
笹
本
宅
(
足
立

四
丁
目
)
/
期
間
は
L
力
月
/

教
材
費
迴
円
/
往
復
(
ガ
キ
で

申
込
/
▽
笹
本
匸
一
三
(
〒
圀

足
立
4
-
3
0
-
1
2
天
野
方
　
8
8
9

6
6
2
7
)

☆
ど
ん
ぐ
り
(
英
会
話
初
・
中

級
)
土
曜
日
(
月
3
回
)
、午

後
3
時
3
0
分
～
　
　
6
時
3
0
分
/
青

年
館
/
月
額
3
予
緊
円
/
▽
原

呱
3
Q乙
9
7

☆
社
交
ダ
ン
ス
講
習
生
(
3
月

か
ら
1
年
間
)
▽
一
般
区
民
・
・
・

毎
週
木
曜
日
、午
後
6
時
3
0
分
～
　
　

9
時
/
産
業
振
興
館
ま
た
は

中
央
本
町
社
会
教
育
館
▽
熟
年

者
の
部
(
4
0
歳
以
上
6
0
歳
ま
で
)

…
毎
週
日
曜
日
、午
前
1
0
時
I

正
午
/
産
業
振
興
館
/
い
ず
れ

も
入
会
金
千
刪
円
、月
額
3
千

円
/
申
込
は
直
接
会
場
へ
/
足

立
区
社
交
舞
踏
連
盟
▽
麻
生

　
朏
0
2
2
1

☆
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
と
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
毎
週
火
曜
日
、午
後

7
時
～
　
　
9
時
/
栗
原
西
児
童
館

・
老
人
館
/
入
会
金
千
円
、月

額
4
千
円
/
年
齢
、性
別
問
わ

ず
/
▽
小
谷
　
誦
5
9
3
5
　
(

夜
7
時
よ
り
)

☆
茶
道
(
江
戸
干
冢
流
)
・
:
初

心
者
歓
迎
毎
月
第
1
・
3
木

曜
日
、午
前
1
0
時
I
正
午
/
中

央
本
町
社
会
教
育
館
/
月
額
千

刪
円
(
水
屋
代
別
)
/
▽
安
江
　

臈
3
7
0
0
(
夜
間
)

☆
社
交
ダ
ン
ス
初
級
毎
週
火

曜
日
、午
後
7
時
か
ら
/
中
央

本
町
社
会
教
育
館
/
月
額
2
千

則
円
/
申
込
は
往
復
(
ガ
キ
で
/

▽
日
下
義
規
(
〒
1
2
3
新
田
2

L
I
-
1
　
9
1
1
9
3
2
恚

☆
子
供
と
女
性
の
将
棋
教
室

▽
子
供
教
室
・
・
・
毎
週
土
曜
日
、

午
後
2
時
～
　
　
4
時
/
区
内
小
学

生
/
無
料
/
▽
女
性
教
室
毎

週
火
曜
日
、午
後
1
時
～
　
　
8
時
/

区
内
在
庄
・
在
勤
者
/
2
千

円
/
日
本
将
棋
連
盟
足
立
支
部

〉宮
本
　
　

眤
4
0
8
3

w
足
立
ア
マ
チ
ュ
ア
美
術
ク
ー
フ

ノ
水
曜
日
(
月
2
回
)
、
午
後

り
時
～
8
時
3
0
分
/
竹
の
塚
社

匹
教
育
館
/
入
会
金
3
千
円
、

月
額
千
涸
円
/
▽
濟
水
　
靦
0
4
2
4
(

午
後
)

w
書
道
教
室
毎
月
第
1
・
3

・
4
金
曜
日
、
午
後
6
時
3
0
分

'
8
時
3
0
分
/
東
和
社
会
教
育

匹
/
月
額
2
千
5
0
0
円
/
▽
薄
#

`
1
7
9
7

w
1
Y
Y
茶
満
講
習
会
(
裏
千
`

)
2
月
1
9
日
か
ら
毎
週
水
`

日
、
午
後
6
時
～
8
時
3
0
分

/
青
年
館
/
初
心
者
3
0
歳
ま
で

/
2
5
名
先
着
順
/
全
m
一
回
7
千

門
/
往
復
(
ガ
キ
で
申
込
/
▽

口
比
義
則
(
〒
1
2
3
梅
田
3
-
2
8
-

3
　
哨
6
7
5

旦

w
社
交
ダ
ン
ス
教
室
(
初
級
)

雌
週
月
曜
日
、
午
後
7
時
I
9

″
/
動
労
福
祉
会
館
/
入
会
金

乙
千
円
、
月
額
3
千
円
/
▽
佐
`

音
叫
1
1
7
1

w
コ
ス
モ
ス
歌
う
会
あ
な
た
w

美
し
い
歌
声
を
お
待
ち
し
ま
&

余
暇
の
ひ
と
と
き
啻
登
か

ら
(
I
モ
ニ
ー
の
中
で
過
ご
し
s

せ
ん
か
。
毎
週
木
曜
日
、
午
`

7
時～
8
時
3
0
分
/
保
鑞
社
`

教
育
館
/
▽
福
本
　
　
6
2
0
7
3
w

茶
道
(
表
千
家
静
風
会
)

。
`
曜
日
(
月
3
回
)
、
午
後
1
時

'
3
時
/
青
年
館
/
月
額
2
千

四
円
/
∇
高
松
　
　励
2
7
2
5

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
解
消
す
る

た
め
の
運
動
(
1
0
)

前
U
で
記
載
の
「
オ
ー
ル
ロ

マ
ン
ス
事
件
」
を
契
機
に
、
京

制
市
で
は
、
同
和
対
策
の
絎
合

計
画
の
策
定
を
は
じ
め
、
同
和

行
政
推
進
の
た
め
の
積
極
的
な

施
柔
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
甲
件
は
、
部
落
差
別
は

申
に
人
び
と
の
観
念
の
中
に
あ

る
の
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
同

和
地
区
哭

ぴ
と
の
生
活
そ
の

も
の
が
、
非
常
に
悪
い
条
件
の

も
と
に
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
、

長
年
に
わ
た
る
差
別
の
結
果
に

は
か
な
ら
な
い
こ
と
を
、
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
以
降
、
国
や
地
方
自
治

体
に
対
し
て
生
活
環
境
の
改
善

な
ど
。差
別
を
な
く
す
た
め
の

施
策
を
行
う
よ
う
に
要
求
す
る

運
動
が
、
解
放
運
動
の
巾
で
徼

要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
戦
後
の
部
落

解
放
が
展
開
さ
れ
て
い
く
な
か

で
、
国
に
対
し
て
は
総
心
的
な

対
策
を
た
て
る
よ
う
、
運
動
が

行
わ
れ
、
請
願
も
国
会
で
採
決

さ
れ
ま
し
た

。

昭
和
3
5年
に
、総
理
府
は
「
同

和
対
策
審
議
会
」
を
設
附
し

、

同
和
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
、

同
和
問
題
解
決
に
お
け
る
拈
本

的
方
策
に
つ
い
て
諮
問
が
行
わ

れ
ま
し
た

。

こ
の
諮
問
を
受
け
た
同
審
議

会
は
、
昭
和
4
0
年
8
月
に
答
申

を
政
府
に
提
出
し
ま
し
た

。

答
申
の
内
容
は
、
同
和
問
題

は
人
間
の
自
由
と
平
等
に
闃
す

る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
骨
了
と

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
日
本
国
憲
法
に
よ

っ
て
保
障
さ
れ
た
確
本
的
人
権

に
か
か
わ
る
こ
と
を
課
題
と

し
、「
こ
れ
を
禾
解
決
の
ま
ま
放

置
す
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ

な
い
こ
と
で

、
早
急
な
解
決
こ

そ
国
の
責
任
で
あ
り
、
国
民
的

課
題
で
あ
る
」
こ
と
を
明
確
に

し
ま
し
た
。

こ
の
答
申
の
精
神
を
実
現
す

る
た
め
、
昭
和
4
0年
7
月
に
同

和
対
策
事
業
特
別
措
農
法
が
制

定
さ
れ
ま
し
た

。

○
同
和
間
題
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は

。
区
役
所
同
和
対
策

担
当
へ

。
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募 集
各種講座・教室

青
年
サ
ー
ク
ル

講

座

―
―
『
結
婚
』
を
考
え
る
―
―

「
結
婚
」
!
あ
な
た
は
ど
う
考

え
ま
す
か
。
禾
婚
、
既
婚
を
問
わ

ず
、
青
年
ど
う
し

、
本
音
で
語
り

台
い
ま
し
ょ
う
。

日
時
2

月
1
8・
2
6
、
3
月
4
・

1
2
・
刀
一
・
2
3
・
2
6
日
(
3
月
2
2
　

・
2
3
日
は
宿
泊
)
、
宿
泊
以
外
は
　

午
後
7
時
～
9
時

場
所

内
年
館
(
柵
泊
は
水

。兀
齊

年
の
家
)

対
象

区
内
在
庄
・
を
動
の
青
年

男
女

申
込
方
法

電
話

申
込
期
限
2

月
1
5日

申
込
・
問
合
せ
先

青
少
年
匳
　

チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の

コ
ン
サ
ー
ト

≪
倉
田
澄
子
と
岩
崎
淑
≫

日
時
2

月
2
2日
(
土
)
、午
後
6

時
3
0分
開
演

場
所

竹
の
塚
社
会
教
育
館

曲
目

サ
ン
サ
ー
ン
ス
の
白
鳥
、

ラ
ベ
ル
の
(
バ
ネ
ラ
　
ド
ビ
ッ

シ
ー
の
ソ
ナ
タ
ほ
か

鑑
賞
券

千
漁
円
(
竹
の
塚
社
会

教
育
館
ほ
か
公
社
の
文
化
施
設

で
取
扱
中
)

問
合
せ
先

公
社
文
化
事
業
部
　

　
祠一
8
2
1
1

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

教

室

日
時
2

月
2
2日
(
土
)
午
後
6
　

時
3
0分
I
8
時
3
0分

場
所

勤
労
福
祉
会
館

対
象

一
般
勤
労
者

内
容

初
心
者
向
、
フ
ラ
ン
ス
料

理
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
主
体
と
し

た
マ
ナ
ー
の
修
碍

定
員
5
0
名
へ先
呑
頤
)

費
用
4
1
　
揃
円
(
料
理
代
実
費

を
含
む
)

申
込
方
法

費
用
を
添
え
て
、
直

接
窓
口
へ
申
し
λ
ん
で
く
だ
さ

Q
申
込
期
限
2

月
1
2日

問
合
せ
先

勤
労
　福
祉
会
館

袒
2
'
D
9
4
″
D

手

芸

教

室

日
時
2
月
2
0
日
(
木
)
午
後
1
　

時～
4
時
3
0
分

場
所

花
畑
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
婦
人

内
容

初
心
者
の
た
め
の
や
さ
し

い
手
編
み

い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
」

定
員
3
0

名
(
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

費
用
2

干
鰯
円
(
当
日
持
参
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

敦
室
名
を
記
入
の
う
え
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
2

月
1
0日
(
当
日
消

印
有
効
)

問
合
せ
先

花
畑
セ
ン
タ
ー
(
〒

1
2
1花畑
4
-
1
6
-
1
3

　
a
2
　
6
1
7
)

生

活

教

室

日
時
2
月
1
8
日
(
火
)
午
陵
1
　

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

場
所

東
部
セ
ン
タ
ー

内
容

漢
方
薬
の
知
識

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
女
性

定
員
4
0
名

費
用

無
料

申
込
力
法

直
接
窓
口
ま
た
は
電

話
申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ

!

　
莇
7
1
0
1

料

理

教

室

日
時
2

月
2
6日
(
水
)
午
険
1

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

場
所

東
和
廿
会
教
育
館

対
象

一
般
区
民

内
容

手
作
り
(
ン
講
習
会

定
員
3
0
名

費
用

頏
円
(
受
講
料
、
吋
料
眥

を
a
む
)

申
込
力
法

直
接
窓
口
ま
た
は
電

話
申
込
・
問
合
せ
先
東
和
社
会
教
　

荷
館
　
a
6
2
0
1

生

活

教

室

日
時
2
月
9
1
日
(
金
)
午
後
1
　

時
3
0
分
～
3
時

場
所

花
畑
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
婦
人

内
容

な
哇
と
ガ
ン
に
つ
い
て

(乳
ガ
ン
の
自
己
発
に
方
法
な

ど
の
映
画
と
お
話
し
)

定
員
3
0
名
'
先
笞
順
)

賛
用

無
料

申
込
力
法

直
接
窓
口
ま
た
は
市

謡
申
込
・
問
合
せ
先

伍
畑
セ
ン
タ

I

　
俣
2
6
1
7

1
6ミ
リ
映
写
機

操
作
講
習
会

日
時
2
月
2
5
日
1
2
8
囗
、
3
月
　

4
日
I
6
日
(
延
べ
7
日
間
)
　

午
後
6
時～
8
時
3
0
分

場
所

竹
の
塚
社
会
教
腎
顫

対
象

区
内
在
僅
・
在
動
で
全
日

程
受
講
可
能
な
方
(
た
だ
し
、

1
6ミ
リ
映
写
機
榻
作
講
習
修
　
j

証
所
持
者
を
除
き
ま
薗

定
員
4
2

叭
(
定
n
を
超
え
た
場

二‥
は
抽
惠

受
講
料

無
料

申
込
方
法

往
筏
(

カ
キ
に
ぽ

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
の
う
凡
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
2

月
1
3口

呂

日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

文
化
係

(
〒
圃
千
庄
1
4
1
8
)

ワ
ー
プ
ロ
入
門

講

座

日
時
3
月
日
・
1
2
・
1
3
・
1
4
日
　

の
y
前
コ
ー
ス
(
午
前
9
時
3
0
　

分
～
午
後
0
時
3
0
分
)
、午
後
コ
　

ー
ス

千

後
1
時
3
0分
～
4
時

3
0分
)
、
佼
間
コ
ー
ス
(
午
後
6
　

時
～
9
時
)
の
い
ず
れ
か

場
所

東
和
社
会
教
育
顫

内
容

ワ
ー
プ
ロ
の
基
本
縦
作

定
員

各
コ
ー
ス
洳
名
(
先
桍
順
)

費
用

受
講
料
又
‥コ
ー
ス
嶄
円
　

テ
キ
ス
ト
代
川
円

申
込
力
法
2

月
5
日
午
前
9

時

か
ら
直
接
窓
口
か
電
謡

申
込
・
問
合
せ
先

東
和
哇
会
教

育
館

　
辺
6
2
0
1

め
ざ
せ
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

八
木
美
紀
さ
ん
(
1
3歳
)

足
立
区
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

が
誕
生
す
る
か
も
。

千
住
棍
戸
町
に
住
む
八
木
美
紀

さ
ん
(
1
3
歳
)
は
昭
和
学
院
中
一

年
生
で
、水
泳
部
。ソ
ウ
ル
を
め

ぎ
し
て
、毎
日
5
千
び
～
6
千
じ

を
泳
い
で
い
ま
す
。

今
年
の
1
月
、J
S
C
A

新
年

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ⅲ
む
自
由
形
で
1

分
1
秒
8
6で
優
勝
釜
国
で
も

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
气
今
叫
巾
に
1
分

を
切
る
の
が
口
吟
と
熱
っ
ぽ
く
話

し
て
い
ま
し
た
。

泳
ぐ
き
っ
か
け
は
、
気
管
支
の

弱
い
5
歳
の
美
紀
さ
ん
を
、
お
母

さ
ん
が
ス
イ
ミ
ン
グ
へ
通
わ
せ
た

の
が
始
ま
り
。

6
年
生
に
な
っ
て
か
ら
本
格
的

に
水
泳
に
取
り
組
み
、泳
ぐ
た
び

に
自
己
記
録
を
更
新
、身
長
(
屬
?

ど

も
伸
び
盛
り
で
、
こ
の
ま

ま
順
調
に
斤
て
ぱ
、
ソ
ウ
ル
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
も
夢
で
は
な
い
。

蕚
が
実
現
を
。
ガ
ン
バ
レ
X・

練習
は き びし

い
け

れ ど

がん
ばり ます

志

賀

高

原

ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

期
日
3
月
2
0
口
(
木
)
　
～

2
3日
育
)
3
泊
4
　

日
弖
む
巾
中
I
韵
)

場
所

志
賀
高
原
一
ノ
瀬

ス
キ
ー
場
ヘホ
テ
ル
大

六
)

定
員
8
0
名
(
先
着
順
)

参
加
費
3

万
8
千
則
円

申
込
力
法

申
込
金
(
8
　

千
洲
円
)
を
添
え
て
直

接
申
込
期
限
3

月
5
日

申
込
先

バ
ム
ス
ホ
ー
ツ

8
8
2
7
9
0
0

ツ
バ
メ
ヤ
ス
ホ
ー
ツ
　

一一
團
8
3
3
1

鈴
木
薬
局

　
朏
4
8

問
合
せ
先

申
込
先
お
よ

び
体
育
課

ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
教
室

対
象
5

歳
I
小
学
3
年
生
　

(
女
子
の
み
)

内
容

将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
を
め
ざ
し
、
新
体
操
に

ト
ラ
イ
し
て
み
ま
せ
ん
か

講
師

金
井
ム
ツ
子
氏

日
時
2
月
2
7
日
I
3
月
2
7
口
　

の
木
曜
日
、午
唆
3
時
～
1
　

時

計
5
回

場
所

総
合
ス
ボ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ル
ー
ム

(元
世
界
選
手
権
出
巒

申
込
力
法

直
接
窓
口
ま
た
は

電
謡

問
合
せ
先

総
合
ス
ボ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

　
9
8
2
1
1

受
講
生
募
集

区
民
大
学
文
学
を
通
し
て

日
本
人
と
宗
教

□
-
-
1
4
0
年
の
節
目―
文
学
を
通

し
て
考
え
る
1
」

場
所

竹
の
塚
廿
会
敦
肖
朋

講
師

村
井
ス
ミ
了
氏

厩

人

学
校
文
学
講
四

□
『
日
本
人
と
宗
教
』

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー

講
師

西
山
茂
氏
(
東
洋
人
助

教
授
)

日
程
・
内
容

台
下
参
照
。(い

ず
れ
も
叫
週
土
曜
午
陂
2
時

I
4

時
)

対
象

区
内
在
庄
・
在
勤
の
成
人

定
員

い
す
れ
も
碩
名
(
定
員

を
超
え
た
煬
合
は
抽
選
)

受
講
料

無
料

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

听
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
乕

弓
を
明
記
し

、「
文
学
・
ま
た

は
「
宗
教
」
応
募
と
書
き
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
2

月
1
2日
(
当
日

消
印
有
劭

申
込
・
問
合
せ
先
又
化
係
　
　

(
〒
圀
ヤ
庄
1
-
-
4
1
8
)

区 民 大 学

<日本人と宗教>

<4脾の蔔目文字を晒して考える>

お
知
らせ

公
社
施
設
臨
時

休
館
の
お
知
ら
せ

2
月
1
6日
(
月

、1
7日
(
リ

の
両
日
、
次
の
施
誰
を
除
く
兮

公
哇
施
設
は
集
中
整
㈲

漏

設

内
消
虍
な
ど
)
を
行
う
た
め
、

施
設
の
ほ
し
出
し
、
予
約
受
付

な
ど
の
業
務
は
、
休
み
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

※
な
お
、花
畑
庭
園
桜
花
亭
、

都
市
農
業
公
園
は
、平
穴
通
り

開
館
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

公
社
文
化
事
業
課

8
5
9
8
2
1
1

ア
ス
レ
利
用
時
間

変
更
の
お
知
ら
せ

木
曜
日
の
午
筏
は
、
ア
ス
レ

敦
室
を
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、2
月
6
冂
(
木
)
か
ら
、

都
乙
[に
よ
り
個
人
利
用
で
淅
汞

せ
ん
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
、

問
合
せ
先

総
台
ス
ホ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

　
8
5
9
8
2
1
1

勤
労
福
祉
会
館

か
ら
の
お
知
ら
せ

期
間
3

月
1
日
I
3

月
日
日

館
内
や
装
お
よ
び
改
修
　
L
亭

の
た
め
集
会
室
の
背
し
出
し

を
中
出
し
ま
す
。

※
受
付
唄
務
に
つ
い
て
は
、
平

常
ど
お
り
行
な
い
ま
す
。

問
合
せ
先

動
労
福
祉
会
館
　

　
臈
2
5
2
5

掲
示
板

□
東
京
都
洋
裁
学
校
・
理
容
学

校
生
徒
募
集

▽
洋
裁
学
校
(
4

月
生
)

資
格

中
学
校
卒
業
程
度
の
学

力
の
あ
る
1
5歳
以
L
の
女
子

課
程

木
科
、
高
等
科
、
手
芸

編
物
科
ほ
か

願
書
受
付
期
限
2

月
2
8日

申
込
・
問
合
せ
先

芝
洋
裁
学

校

昔
4
0
9
2
4
4
5

▽
理
容
学
校
(
4

月
生
)

資
格

都
内
在
住
で
中
学
校
卒

某
程
度
の
学
力
の
あ
る
方

修
業
年
限
v

昼
問
部
…
1
年

∵
夜
間
部
・
:
1
年
6
ヵ
月

願
鏖
受
付
期
限
3

月
7
日

申
込
・
問
合
せ
先

啝
京
都
理

容
学
校

　
剳
9
8
7
1

□
昭
和
6
1年
度
都
政
モ
ニ
タ
ー

募
集都

政
に
か
か
わ
る
都
民
の
意

見
、
要
望
な
ど
を
把
握
し
、
都

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
都
政
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

昭
和
6
1年
4
月
1
　

日
現
在
、
引
続
き
3

ヵ
月
以

上
都
内
に
倖
ん
で
い
る
満
2
0
　

歳
以
上
の
方
(
た
だ
し
、
都

お
よ
び
都
内
の
区
市
町
村
に

勤
務
す
る
公
務
貝
を
除
く
)

募
集
人
員

湎
名

任
期
4

月
1
囗
―

月

3
1
H
{
1
年
間
}

内
容

ア
ン
ケ
ー
ト
回
衿
、
都

政
モ
ニ
タ
ー
会
議
、
施
設
叺

学
会
等
の
参
加

応
募
力
法
(

ガ
キ
の
衣
面
に

庄
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別

職
業
、電
話
番
吁
を
朗
記
し
、

裏
面
に
「
都
政
に
望
む
こ
と

」

と
い
う
テ
ー
マ
で
簡
潔
な
作

文
を
曹
く
こ
と

申
込
受
付
期
限
3

月
1
0日
　

(
当
日
消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

乱
情
報
連

絡
室
都
政
モ
ニ
タ
ー
係
(
〒

Ⅲ
千
代
剛
区
丸
の
内
3
-
5
　
-
l

さ
2
1
2
5
7
6
旦

□
所
得
税
・
事
業
税
・
住
民
税

の
共
同
説
明
会

▽
2
月
6
日
…
竹
の
塚
社
会
教

育
館
、
西
部
セ
ン
タ
ー

▽
2
月
7
日
・・・
佐
野
社
会
教
育

館
▽
2
月
1
2日
・
:亀
有
信
用
金
寉

竹
の
塚
支
店

寮
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
2
時
～

4
時

問
合
せ
先
足
立
税
務
桝
(
`
‘
　

跏
6
2
4
1
)

、西
新
井
税
務

冥
(
　
8
4
0
1
1
1
1
)

□
雪
害
対
策
の
お
願
い

雪
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
ご

苦
労
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

次
の
こ
と
に
つ
い
て
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
残
雪
を
車
道
に
投
げ
捨
て
な

い
。
残
雪
が
凍
っ
て
交
通
事

故
の
陬
因
に
な
り
ま
す

▽
自
宅
付
近
の
道
略
の
除
雪

は
、
み
な
さ
ん
で
お
願
い
し

ま
す

問
合
せ
先

▽
土
木
部
計
画
調

整
課

▽
都
第
六
建
設
事
務

所
　
眤
1
1
5
1

□
水
道
モ
ニ
タ
ー
募
集

対
象

都
内
在
僅
で
満
2
0歳
以

上
の
都
営
水
道
を
お
使
い
の

方
(
地
方
公
務
員
を
除
く
)

募
集
人
員
1
0
0
名

内
容

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
、
逓

絡
会
・
施
設
見
学
会
の
参
加

任
期
4

月
1
日
～
来
年
3
月

3
1日
(
1

年
間
)

応
募
方
法

往
復
(
ガ
キ
で
、

往
信
用
の
表
側
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
笑
、
電
話
番

弓
を
明
記
し
、
裏
側
に
「
水

道
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
」

と
題
し
、
旛
字
前
唆
で
作
文

を
肅
く
こ
と
。

申
込
期
限
2

月
2
8日
必
善

申
込
・
問
合
せ
先

都
水
道
祕

広
報
課
モ
ニ
タ
ー
係
(
〒
圈

千
代
田
区
丸
の
内
3
-
8
-
　
I

　
2
1
2
6
7
9
6
)

□
6
1年
4
月
か
ら
の
通
園
児
を

募
集
し
て
い
ま
す

運
勣
発
達
の
お
く
れ
や
身
体

の
不
自
由
な
乳
幼
児
の
通
園
施

設
で
す
。
母
子
で
定
期
的
に
通

っ
て
い
た
だ
き
、
訓
練
、
個
別

指
導
、
保
育
を
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
北
療

育
医
療
セ
ン
タ
ー
城
北
分
園

8
8
3
5
1
3
1

A. M. 240. 000


